
第３次琴浦町総合計画の策定について

企画政策課

１ 第３次琴浦町総合計画（ことうらまちづくりビジョン）について

（１）総合計画 将来における本町のあるべき姿と進むべき方向についての

基本的な指針を定めたもの

（２）計画期間 令和４年４月～令和１４年３月（１０年間）

（３）総合計画に盛り込む内容

①目指す将来像（町の目指すコンセプト）

②基本理念（目指す将来像のために必要な政策的視点）

③政策・施策（基本理念を実現するための今後の取り組み）

（４）策定体制

【イメージ図】

（５）スケジュール（案）

・６月下旬 アンケート、ことうら未来会議の参加依頼

（無作為抽出の 2,000 人を対象）

・7/15(木) 赤碕中学校ワークショップ

・8/21(土)、9/5(日) ことうら未来会議（１日目）、（２日目）

・９月下旬 東伯中学校ワークショップ

・１２月 計画素案の作成

・１月 パブリックコメント

・３月 議会上程

■ ことうら未来会議（無策抽出の住民会議）
まちの強みと弱み、こうなったらという未来の夢を
話し合う。
■ 審議会（有識者および公募）
町が作成した計画案に意見を述べる（審議する）
■ 策定委員会（管理職）
計画案をつくる
■ 職員ワーキンググループ
ことうら未来会議に参加し、計画の原案をつくる
■ 議会
総合計画案の情報を執行部と共有し、議決を行う

ことうら未来会議（住民ワークショップ）を開催し、
住民意見をまちづくりの将来像・理念に繋げる

町民に手に取って読んでもらい、町政に関わりたいと思える総合計画に



助け合い交通ことうらの運行開始について

企画政策課

１ 助け合い交通ことうらについて

(１) 令和２年度の助け合い交通ことうらの実証実験

・期間 令和２年 11 月、12 月の２ヶ月間

・場所 安田地区及び成美地区の一部(勝田川西側)

・内容 住民ドライバーによるドアツードア型の送迎実験

・結果 町営バスと比較して約４倍の利用

(２) 運行計画(案)について

・昨年の実験結果を踏まえ、今年の秋より正式運行を計画

・運行主体 安田地区振興協議会

・運行区域

安田地区及び成美地区の一部(勝田川東側)

赤碕駅周辺施設(駅、役場、病院、薬局、金融機関、Aコープ等)

・運行日 週３回(月・水・金)

・運行時間 ９時～16 時

・運賃 １回当たり 300 円

・運行時期 令和３年９月開始予定

(３) 今後のスケジュール

・７月 利用者及び協力ドライバーの募集

・８月 地元説明、運輸支局の登録手続

ドライバー講習

・９月 運行開始

(４) その他

・募集チラシ 別紙のとおり









琴浦町 LINE 公式アカウントの開設について

企画政策課

１ 琴浦町公式アカウントについて

町民が手軽に情報を入手できるよう、新たに LINE の公式アカウントを開設し

ました。情報発信に LINE を取り入れることで、幅広い世代へ情報を届けます。

・LINE アカウント名：琴浦町

・ID：＠kotouratown

２ 運用について

当面は以下の内容について、情報発信をメインに活用していきます。

今後、関係課と協議を行いながら、LINE によるサービスを拡充していく予定

です。

・町のイベント情報、子育て情報、防災情報などの情報発信

・リッチメニューを使った町のホームページや Facebook などへの誘導

・新型コロナウィルス関連情報（ワクチン接種予約受付含む）

（リッチメニューは当面、ワクチン関連情報に特化し運用する予定。別紙リ

ッチメニューデザイン参照）

３ 新型コロナウィルスワクチン接種予約システムの活用

・6/21（月）から 60 歳～64 歳の予約受付を開始（LINE 予約も開始）

・中部１市４町の住民は LINE 予約が利用可能（琴浦町との友だち追加が必要）

・LINE で予約するとメールアドレスの入力が省略でき、また、接種日が近づ

くとトークルームに通知があります。

・今後、60 歳未満のワクチン接種が予定される中で、琴浦町アカウントとの

友だち追加とともに、LINE による接種予約を推進します。

４ LINE 利用の安全性について

LINE 利用者の情報が中国の技術者からアクセス可能となっていた事案につい

て（令和３年３月１７日発表）、４月３０日に総務省が LINE の利用に関する指

針を示し、当該指針に従い利用を開始しました。

なお、国の方針に基づいて、LINE を導入している鳥取県や県内自治体も LINE

の利用を一部再開しています。









惑星コトウラ TNG プロジェクト進捗報告について

企画政策課

１ 令和３年度惑星コトウラ TNG プロジェクト全体方針

TNG（The Next Generation）は庁内の若手職員を中心とした課横断プロジェ

クトで、令和 3年度は様々な魅力あふれる「惑星コトウラ」の発信や PR 活動を

中心に、若者ならではの柔軟な発想で様々な取り組みを進めます。

町民の方には琴浦の良さを再認識していただき、町外の方には「琴浦に行って

みたい」「琴浦に住みたい」と選ばれる町になることを目指します。

２ 各事業進捗について

(１) 惑星コトウラ PR 事業

ア 広報紙コーナー掲載

琴浦の魅力的な人や場所などを TNG メンバーが

毎月取材し、広報紙で紹介します。

イ Instagram 開設

・５月 31 日にアカウント開設、週１回投稿を

を目標に発信しています。

・今後は、「惑星コトウラ」のハッシュタグを

付けて投稿された中から MVP を決めるなど、

住民参加に繋がる企画を展開します。

〔投稿数〕14 件

〔フォロワー数〕126 人 ※6/22 時点

ウ 惑星コトウラ給食 【町報６月号】

・給食センター企画「サプライズ給食」と連携。

・「食」の魅力発信プロジェクト笠原氏考案メニューや琴浦の新しいお土

産「みるくまん」を提供します。

・児童と保護者に向け、琴浦町の豊富な食材や魅力を知っていただくため

の PR 用チラシ「惑星コトウラってなに？」を作成し、配布します。

(２) 惑星コトウラ衛星探索事業

町外の様々な場所で暮らす出身者の若者とリモートで繋がり、現在の暮らし

や琴浦での思い出などを語りながら、出身者同士の新しいコミュニティづくり

につなげることを目的としたオンライン企画「コトトーク！」を開催しました。

参加者の中には、「今後も町の役に立てるなら、様々な事業に協力したい、

琴浦町の魅力を発信したい！」といった若者もおり、離れていても琴浦町に関



心を持ち、関わりたいと思うキーパーソンとなる人が出てくることを期待して

います。また、つながりを持ち続けることで、関係人口や将来的なＵターンな

どに繋がることも期待し、今後も継続して開催します。

開催日 ６月 11 日（金）19：00～

内 容 ・最新の町内情報の共有

・給食についての思い出トーク

（9/12 県民の日給食メニューに）

・役場の仕事についての紹介

参加者 一般参加８名 TNG メンバー５名

【オンラインイベントの様子】

(３) 惑星コトウラ保全事業

ア 清掃ボランティア活動

・6/13 海岸清掃ボランティアを実施予定（悪天候で中止)

・7/12 赤碕小学校とフィールドワークを実施予定

「海岸ごみってどこからくるの？～with 惑星コトウラ TNG～」

※５年生 39 人＋TNG メンバー３人参加予定

３ 取材等

(１) 日本海新聞「今年の注目の仕事」掲載

(２) BSS 山陰放送「テレポート山陰」（4/30）

「惑星コトウラ」に込めた思いや TNG プロジェクトの概要、意気込み等を

取材していただきました。

【日本海新聞掲載内容】 【BSS 山陰放送取材の様子】


